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ボーリング柱状図
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栃木県　烏山土木事務所 2008-07-14 ～ 2008-07-15
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165.56 1.05 2.40
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(S)

162.96 2.60 5.00
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(S)
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褐

淡
灰

灰

暗
灰

火山灰土(ローム)を主体に、
φ10～50mmの砂岩角礫及び砂質
分を不均質に混在する。
成層の不均質性からは崖錐土砂に
区分できる。

風化が岩芯まで達しており、著し
く脆弱な性状へと変質され、礫混
り粘土状のコア形状を成す。

岩種判定が容易な風化頻度となり
、岩芯に至る組織破壊の頻度は少
なくなるが、硬度的には軟岩質で
φ5～20mmの礫状と固結粘土状コ
アによる。

深度-3.7mより、明らかに岩種判定
が可能となり、硬度も中硬程度で
ダイヤモンドビットの試錐が不可
欠。
不規則なヘアークラックにより、
コアは修復可能な片状～礫状を主
体とする。又、部分的ではあるが
、割れ目沿いに破砕箇所を残す。
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